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静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
４
月

日

　

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
４
月　

日
１９１９

か
ら
５
月
５
日
ま
で
「
八
重
桜
ま
つ

か
ら
５
月
５
日
ま
で
「
八
重
桜
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

の
広
大
な
敷
地
に
咲
く
２
１

　
　
　

の
広
大
な
敷
地
に
咲
く
２
１

１２１２
haha

０
０
本
の
八
重
桜
は
４
月
下
旬
に
見

０
０
本
の
八
重
桜
は
４
月
下
旬
に
見

頃
を
迎
え
、

日
か
ら
は
夜
桜
の
ラ

頃
を
迎
え
、　

日
か
ら
は
夜
桜
の
ラ

２５２５

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
と
、
日
中

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
と
、
日
中

と
は
違
う
趣
き
を
魅
せ
ま
し
た
。
花

と
は
違
う
趣
き
を
魅
せ
ま
し
た
。
花

見
を
楽
し
む
観
光
客
の
姿
は
一
日
中

見
を
楽
し
む
観
光
客
の
姿
は
一
日
中

園
内
に
あ
ふ
れ
、
穏
や
か
な
春
の
日

園
内
に
あ
ふ
れ
、
穏
や
か
な
春
の
日

を
感
じ
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
満
喫

を
感
じ
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月

日
、

日
、

　

ま
た
、
４
月　

日
、　

日
、

２０２０

２６２６

日
に
は
、
水
上
ス
テ
ー
ジ
の

　

日
に
は
、
水
上
ス
テ
ー
ジ
の

２７２７活
気
に
満
ち
た
イ
ベ
ン
ト
を
は

活
気
に
満
ち
た
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
と
し
て
、
多
彩
な
催
し
が

じ
め
と
し
て
、
多
彩
な
催
し
が

会
場
内
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
家

会
場
内
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
家

族
連
れ
は
桜
と
共
に
楽
し
ま
れ

族
連
れ
は
桜
と
共
に
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。
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４月１９日～５月５日
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　　　　　　　シンフォニー　　　　　　　シンフォニー　　　　　　　シンフォニー

ギ
タ
ー
と
フ
ル
ー
ト
の
　

ギ
タ
ー
と
フ
ル
ー
ト
の
　

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

ギ
タ
ー
と
フ
ル
ー
ト
の
　

コ
ン
サ
ー
ト
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広報なか６月号５

　　　　　　　シンフォニー

ギ
タ
ー
と
フ
ル
ー
ト
の
　

コ
ン
サ
ー
ト

４月１９日～５月５日

�������
�����

４月２７日■那珂ふるさと大使の
皆さんと県央地域首長懇話会の
首長の皆さんが八重桜まつりに
お越しになりました。

　

平
成　

年
度
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
情
報
交
換
会
を
終

２０

え
た
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
の
皆
さ
ん
を
、
八
重
桜
ま
つ

り
に
お
越
し
の
皆
様
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

八
重
桜
が
辺
り
一
面
を
彩
る
会
場
を
訪
れ
た
大
使
の

皆
さ
ん
は
、
静
峰
の
自
然

が
織
り
成
す
美
し
さ
に
改

め
て
那
珂
市
の
魅
力
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

　

各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
大
使
の
皆
さ
ん
が
、
こ

の
八
重
桜
ま
つ
り
を
は
じ

め
と
し
た
那
珂
市
の
魅
力

を
全
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
発
信
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

▲　那珂ふるさと大使の皆さん▲　県央地域首長懇話会の皆さん

【
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
】
八
重
桜
ま
つ
り
で
紹
介

「那珂ふるさと大使情報交換会」では活
発な意見交換が行われました

　

自
治
体
の
枠
を
越
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
連
携

を
強
化
し
、
県
央
地
域
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
設
立
さ
れ

た
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
。
那
珂
市
を
は
じ
め
水
戸

市
、
笠
間
市
、
ひ
た
ち
な
か
市
、
小
美
玉
市
、
茨
城
町
、

大
洗
町
、
城
里
町
、
東
海
村
の
首
長
等
が
、
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
、
観
光
名
所
、
特
産
品
な
ど
の
「
わ
が
ま
ち
の

魅
力
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
各
自
治
体
か
ら

持
ち
寄
ら
れ
た
特
産
品
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
の
活
動
を
と
お
し

て
県
央
地
域
の
活
性
化
が

さ
ら
に
図
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
】
各
市
町
村
Ｐ
Ｒ

那珂市をPRする
小宅市長
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昨
年
に
引
き
続
き
凱
旋

昨
年
に
引
き
続
き
凱
旋
��

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使

ま
つ
い
え
つ
こ
さ
ん
が
八
重

ま
つ
い
え
つ
こ
さ
ん
が
八
重

桜
ま
つ
り
に
登
場
し
、
持
ち

桜
ま
つ
り
に
登
場
し
、
持
ち

歌
を
加
え
た
８
曲
を
熱
唱

歌
を
加
え
た
８
曲
を
熱
唱
��

大
勢
の
か
た
か
ら
「
お
か
え

大
勢
の
か
た
か
ら
「
お
か
え

りり
��
」
と
割
れ
ん
ば
か
り
の

」
と
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
と
歓
声
で
包
ま
れ
、
園

拍
手
と
歓
声
で
包
ま
れ
、
園

内
を
沸
か
せ
ま
し
た

内
を
沸
か
せ
ま
し
た
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６

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
合
計

に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が　
・
９
％
、

８７

支
出
済
額
の
割
合
が　

・
２
％
で
、
と
も

８８

に
順
調
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
利
子
割
交
付
金
や
配
当
割

交
付
金
が
予
算
額
を
超
え
て
収
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
原
資
と
な
る
県
民
税

利
子
割
額
や
県
民
税
配
当
割
の
税
収
が
堅

調
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
一

方
で
、
県
支
出
金
や
市
債
の
収
入
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
県
支

出
金
の
交
付
や
市
債
の
借
り
入
れ
が
、
事

務
手
続
き
の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
た

め
で
す
。
ま
た
、
繰
入
金
の
収
入
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
例
年
、
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
出
納
整
理
期
間
に
行
っ

て
い
る
た
め
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
消
防
費
の
支
出
割
合
が

　
・
４
％
と
比
較
的
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

８１こ
れ
は
、
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
や
消
防
本
部
庁
舎
改
修
事
業
等
に

お
け
る
工
事
関
係
の
支
払
い
手
続
き
が
４

月
以
降
に
な
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
歳
出
科
目
の
未
払

い
金
に
つ
い
て
も
、
出
納
整
理
期
間
に
支

払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
別
に

収
支
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算

現
額
合
計
に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が

　

・
５
％
、
支
出
済
額
の
割
合
が　

・
１

８６

８９

％
で
、
例
年
並
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
お
よ
び
上
菅
谷
駅
前
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
県
支
出

金
の
交
付
や
市
債
の
借
り
入
れ
が
４
月
以

降
に
な
る
な
ど
の
理
由
で
収
入
割
合
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
公
園
墓
地
事
業
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
い
て
、
一
般
会
計
へ

の
繰
り
出
し
が
４
月
以
降
に
な
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り
支
出
割
合
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
お
い
て
は
、
工
事
や
移
転

補
償
料
の
支
払
い
が
４
月
以
降
に
な
る
こ

と
に
加
え
、
事
業
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

た
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
支
出
割
合

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

平
成　

年
度
下
半
期

１９

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、
市
政
運
営
の
状
況
を
ご
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た

め
、
毎
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
４
・
５
月
の
出
納
整
理
期
間
に
収
入
・
支
出
の
整
理
が
で
き
る
た
め
、

最
終
的
な
決
算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
３
月
末
現
在
に
お
け

る
予
算
の
執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
最

終
的
な
決
算
額
に
つ
い
て
は
、「
広
報
な
か　

月
号
」
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

１１

�
�
�
�
�
�
�
	

■一般会計歳入予算執行状況

収入割合収入済額予算現額歳 入 科 目
１００．９７，１０９，２７６７，０４３，８９３市 税
１０２．２３４６，０４８３３８，５５３地 方 譲 与 税
１２４．７２８，１１７２２，５４５利 子 割 交 付 金
１４５．３２９，１４４２０，０６４配 当 割 交 付 金
１００．０１５，５９４１５，５９４株式等譲渡所得割交付金
１００．０４４８，５００４４８，４８２地 方 消 費 税 交 付 金
１００．０１５０，８４０１５０，８４０自動車取得税交付金
１００．０３１，１７９３１，１７９地 方 特 例 交 付 金
１００．０３，２３８，８８５３，２３８，８８５地 方 交 付 税
９２．７２６３，０２７２８３，６７２分 担 金 及 び 負 担 金
１００．７２０８，３６０２０６，８８５使 用 料 及 び 手 数 料
８４．８１，０２７，７５８１，２１２，４４０国 庫 支 出 金
４４．５４０１，５４７９０３，２４０県 支 出 金
１０９．３６３，１２３５７，７４７財 産 収 入
１．７１４，０６５８１２，８１５繰 入 金
１００．０６９５，０５１６９５，０５２繰 越 金
１０８．４４５３，３６８４１８，１２８諸 収 入
４８．３６７６，２２２１，３９９，７２２市 債
１２０．６１１，８３２９，８１４そ の 他
８７．９１５，２１１，９３６１７，３０９，５５０合　　計

単位：千円、％

■一般会計歳出予算執行状況

支出割合支出済額予算現額歳 出 科 目
９４．５２７９，４３４２９５，７１６議 会 費
８４．３１，７５７，９４７２，０８４，５１７総 務 費
８７．５３，６５１，３３９４，１７３，８７８民 生 費
９５．１１，２０３，４３０１，２６５，６４０衛 生 費
８９．１８２１，７８７９２２，５７８農 林 水 産 業 費
９２．６１３０，９１６１４１，３６２商 工 費
８３．３２，２０９，４５７２，６５１，６５６土 木 費
８１．４８７２，５４７１，０７１，４０３消 防 費
８６．１２，１２１，９０２２，４６４，６８５教 育 費
１００．０２，１８５，４６４２，１８６，４９７公 債 費
６６．６３４，３５６５１，６１８そ の 他
８８．２１５，２６８，５７９１７，３０９，５５０合　　計

単位：千円、％

■特別会計歳入歳出予算執行状況

支出割合支出済額収入割合収入済額予算現額会 計 名
９０．６４，８２３，０５３９０．４４，８１２，３９５５，３２４，１４９国民健康保険（事業勘定）
９１．９３，８４３，８７８８７．９３，６７６，９２４４，１８４，３０８老 人 保 健
８１．３１，８３１，７１７６７．３１，５１６，３１８２，２５１，７３２下 水 道 事 業
２５．５２，８８８１０７．６１２，１７３１１，３１７公 園 墓 地 事 業
９４．８４８８，０１２８０．８４１５，５８０５１４，６３９農業集落排水整備事業
９０．２２，４６９，８０５９７．７２，６７４，５１１２，７３７，１８６介護保険（保険事業勘定）
６５．４６，５８６９３．３９，３９８１０，０７２介 護 サ ー ビ ス 事 業
６９．６２３３，６５２５０．５１６９，３４９３３５，５００上菅谷駅前地区土地区画整理事業
８９．１１３，６９９，５９１８６．５１３，２８６，６４８１５，３６８，９０３合　　計

単位：千円、％
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市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
市
税
は
、
財
政
運
営
上

極
め
て
重
要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正

公
平
な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
に
お
け
る
市

２０

３１

税
の
収
入
済
額
は
、　

億
９
２
７
万
６
０

７１

０
０
円
で
、
１
人
当
た
り　

万
５
９
７
９

１２

円
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

市
税
負
担
の
状
況

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
す
る

際
、
そ
の
年
度
の
収
入
だ
け
で
は
財
源
を

調
達
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
国
や
民

間
の
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
資
金
で

す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

１９

１０

２０

月　

日
ま
で
に
、
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

３１
タ
ー
整
備
事
業
や
消
防
本
部
庁
舎
改
修
事

業
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
に
６
億
６
７

６
２
万
２
０
０
０
円
を
新
た
に
借
り
入
れ

た
一
方
で
、　

億
３
９
１
３
万
１
７
０
０

１３

円
の
元
金
を
返
済
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成　

年
３
月　

日
の
現
在
高
は
、
３
２
４

２０

３１

億
２
７
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
返
済
す
る
元
金
の
範
囲
内
で

市
債
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
債

残
高
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
一
時

的
に
収
支
の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金

が
不
足
し
た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足

を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当

該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

１９

１０

２０

月　

日
ま
で
に
お
い
て
、
一
時
借
り
入
れ

３１
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
地
は
、
区
画
整
理
事
業
の
本
換
地
や

市
有
地
の
公
売
等
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

建
物
は
、
茨
野
市
営
住
宅
取
り
壊
し
な

ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

債
権
は
、
自
治
金
融
資
金
預
託
金
の
回

収
お
よ
び
老
人
保
健
施
設
整
備
資
金
貸
付

金
の
返
還
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
土
地
開
発
基
金
の
一
部
を
処

分
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様

に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収

支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入
は
水
道
料

金
収
入
、
支
出
は
給
水
の
た
め
の
経
費
や

人
件
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。
収
支

状
況
は
、
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布

設
な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の

で
す
。
収
支
状
況
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

市
債
現
在
高

一
時
借
入
金

市
有
財
産
現
在
高

水
道
事
業
会
計

問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

財
政
係

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

　

内
線
５
２
２

■水道事業会計

支　　出収　　入区　　分
９９７，３５６１，１４８，１２７収 益 的 収 支
５７８，２２８８５，５４１資 本 的 収 支

単位：千円

■市税負担の状況

１人当たりの
負担額（円）

１世帯当たりの
負担額（円）

収入済額
（千円）税　　目

５３，７５４１４９，４９７３，０３３，４３４市 民 税
５８，５０５１６２，７０９３，３０１，５３３固 定 資 産 税
１，８００５，００７１０１，５９９軽 自 動 車 税
６，４８９１８，０４８３６６，２１３市 た ば こ 税
０００特別土地保有税

５，４３１１５，１０５３０６，４９７都 市 計 画 税
１２５，９７９３５０，３６６７，１０９，２７６合　　計

※世帯数２０，２９１世帯、人口５６，４３２人（平成２０年３月３１日現在）

■市債現在高（元金）

平成２０年
３月３１日現在増　減平成１９年

９月３０日現在区　　分

４７５，７８６△４７，００９５２２，７９５総 務 債
１５０，３９０△２２，９５６１７３，３４６民 生 債
１，７５４，４５５△８８，６８１１，８４３，１３６衛 生 債
３５１，８４５△２５，４８２３７７，３２７農 林 水 産 業 債

０００商 工 債
２，０１５，８５８△１４４，５７２２，１６０，４３０土 木 債
２，０５６，７６０△１７８，７７１２，２３５，５３１都 市 計 画 債
７５８，３５６△３１，８０９７９０，１６５公 営 住 宅 債
３５９，１９０１００，１２０２５９，０７０消 防 債
３，５８７，９７１△１８６，９７４３，７７４，９４５教 育 債

０△１４８１４８転 貸 債
１，４１４，７８３△６５，４５６１，４８０，２３９減 税 補 て ん 債
１５１，６４４△６，８１９１５８，４６３臨 時 税 収 補 て ん 債
４，５２２，０４８４８０，９６０４，０４１，０８８臨 時 財 政 対 策 債
６０，７６７△１１，３６３７２，１３０県 振 興 資 金

１７，６５９，８５３△２２８，９６０１７，８８８，８１３小　　計
１０，５６９，９３０△３１８，７７７１０，８８８，７０７下 水 道 事 業 債
３，２１４，２０５△５４，４７３３，２６８，６７８農業集落排水整備事業債
５７６，４３８△３，４０２５７９，８４０土地区画整理事業債
４０７，１７４△５７，２９８４６４，４７２水 道 事 業 債

３２，４２７，６００△６６２，９１０３３，０９０，５１０合　　計

単位：千円

■市有財産現在高

平成２０年
３月３１日現在増　減平成１９年

９月３０日現在単位区　　分

１，６５０，１７７△１，６４０１，６５１，８１７m2土 地
１６６，３６３△５１３１６６，８７６m2建 物
１５，５４００１５，５４０千円有 価 証 券
８３，４１９０８３，４１９千円出資による権利
１４５０１４５台車 両 等

７５，３９５△２１，３４０９６，７３５千円債 権
４，３３４，５９９△５４，６３２４，３８９，２３１千円基 金

※水道事業会計分は含まない
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平成２０年度 危険業務従事者叙勲・春の褒章平成２０年度　危険業務従事者叙勲・春の褒章

元法務事務官／昭和４５年から府中刑務所に
１２年、水戸少年刑務所に１８年と、３０年を奉
職された近藤さん。施設内で問題を起こし
た受刑者を厳しく正す保安課で、規律維持
に尽力されました。今回の受章について

「一生の思い出です。
家族の協力もあり体に
気をつけてやって来ら
れたことに大変感謝し
ています。信念を持っ
て続けることができ、
天職と思っています」
と、優しく語ってくだ
さいました。
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瑞宝単光章
近藤精�さん
（津田）

元警部／山田さんは、昭和２６年から４１年間
を茨城県警察に奉職され、特別機動警ら隊
で退職されました。主に刑事・防犯部門に
携わった山田さんは、「今まで取り組んだ
事件、事故に深く心に刻まれています」と
振り返り「健康にやっ
て来れたのも家族の支
えや理解があったから
こそ、またかかわった
地域の多くのかたがた
の支援や協力に、とて
も感謝しています」と、
笑顔で語っていただき
ました。

瑞宝双光章
山田　久さん
（後台）

元那珂瓜連地区消防事務組合消防司令長／
山田さんは、昭和３９年に那珂町消防吏員を
拝命以来、那珂瓜連地区消防事務組合消防
本部西消防署長で退職するまでの３７年の永
きにわたり消防本部１期生として活躍され

ました。多様化する災
害に率先して対処し、
著しく危険性の高い業
務に精励するとともに
消防力の強化に尽力さ
れた山田さん。現在も
市消防団副団長として
引き続き地域防災に力
を注いでいます。

瑞宝単光章
山田勝三さん
（菅谷）

元法務事務官／宮城県出身の佐々木さんは
昭和３８年、水戸少年刑務所処遇課に奉職
され、以来、会計課、作業課をへて退職す
るまでの４１年間、主に受刑者への矯正教育
に尽力されました。処遇課では、受刑者に
対して生活の指導を
行ったほか、木工や洋
裁などの作業指導に携
われた佐々木さん。永
きにわたる刑務所での
矯正業務を通して、受
刑者一人ひとりに社会
復帰の道を示されまし
た。

瑞宝単光章
佐々木徳行さん
（額田北郷）

　

現
場
で
危
険
性
の
高
い
業
務
に
従
事
し
た
か
た
を

対
象
と
す
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

市
内
で
は
４
人
の
か
た
が
た
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
春
の
褒
章
で
は
、
佐
藤
義
照
さ
ん
（
日
立

製
作
所
電
子
装
置
製
造
部
主
任
・
額
田
南
郷
）
が
黄

綬
褒
章
に
輝
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
政
全
般
に
わ

た
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
次

の
日
程
で
市
政
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
都
合
に
あ
わ
せ
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

昨年度の市政懇談会の様子

会　場日　時

市中央公民館
６月２７日（金）
１９：００～２１：００

市総合センターらぽーる
７月４日（金）
１９：００～２１：００

ご意見、ご質問の事前受付を行っています。お
気軽に秘書課市民相談室までご連絡ください。

●日時・会場

●質問の事前受付・問い合わせ

秘書課市民相談室
�２９８－１１１１　内線１１６・１１７
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児
童
手
当
は
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の

安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全

な
育
成
お
よ
び
資
質
の
向
上
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、　

歳
到
達
後
最
初

１２

の
３
月　

日
ま
で
の
児
童
（
小
学
校
第
６

３１

学
年
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る

か
た
に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
対
象
年
齢

小
学
校
第
６
学
年
修
了
前
（　

歳
到
達

１２

後
最
初
の
年
度
末
）
の
児
童

※
平
成
８
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ

た
児
童

■
児
童
手
当
の
月
額

３
歳
未
満　

一
律 

１
０
、
０
０
０
円

３
歳
以
上

第
１
子
・
２
子 

５
、
０
０
０
円

第
３
子
以
降 

１
０
、
０
０
０
円

■
支
払
時
期

２
月
・
６
月
・　

月
１０

　

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の

所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
請
求
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
か

た
は
、
市
こ
ど
も
課
で
発
行
す
る
児
童
手

当
認
定
請
求
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
公

務
員
の
場
合
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
。（
独
立
行
政
法
人
に
お
勤
め
の

か
た
は
、
市
こ
ど
も
課
で
の
請
求
に
な
り

ま
す
）

　

認
定
請
求
書
の
ほ
か
に
、
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
写
し
ま
た
は
年
金
加
入
証
明

書
、
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
や
住
民
税
決
定
証
明
書
な

ど
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
所
得
制

限
限
度
額
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

○「
特
例
給
付
」と
は

　

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
か
た
）
等
の
特
例
と
し
て
、

所
得
が
一
定
額
未
満
（
上
の
表
の
特
例
給

付
の
額
）
の
場
合
に
限
っ
て
、
児
童
手
当

と
同
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人
控
除
対
象

配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
が
あ
る

か
た
に
つ
い
て
の
限
度
額

→

上
の
表
の
額
に
当
該
老
人
控
除
対
象

配
偶
者
、
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
１

人
に
つ
き
６
万
円
を
加
算
し
た
額

○
扶
養
親
族
等
の
数
が
６
人
以
上
の
場
合

の
限
度
額

→

１
人
に
つ
き　

万
円
（
扶
養
親
族
等

３８

が
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老

人
扶
養
親
族
で
あ
る
と
き
は　

万
４４

円
）
を
加
算
し
た
額

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
現
況
届
」は
毎
年

６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※「
現
況
届
」
は
、
市
か
ら
現
在
児
童
手
当

�
�

�
�
�
�
�
�

を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
送
付
し
ま

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

す
の
で
、
６
月　

日
ま
で
に
必
要
書
類

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

３０

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

現
在
、
所
得
制
限
等
に
よ
り
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
新
年
度

の
所
得
等
に
よ
っ
て
は
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
上
記
所
得
制
限
限
度
額

を
よ
く
ご
覧
の
上
、
忘
れ
ず
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
該
当
す
る
場
合
は
、
請
求
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に
は
？

所
得
制
限
限
度
額
は
？

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
ま
す

が
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

現
在
、
所
得
制
限
等
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
受
給
で
き
ま
す
か
？

■平成２０年度所得制限限度額

特例給付児童手当扶養親族等の数

５３２万円４６０万円０人

５７０万円４９８万円１人

６０８万円５３６万円２人

６４６万円５７４万円３人

６８４万円６１２万円４人

７２２万円６５０万円５人

該当各家庭に送付される現況届
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　障害の種類（身体障害、知的障害、精神障害）にかかわらず、障害のあるかたが自立と社会参加を実現するため
に地域で利用できるよう、障害者自立支援法に基づいて障害福祉サービスを提供します。

■地域生活支援事業
事　 業　 内　 容事　業　名

障害者、障害者の介護者、障害児の保護者等からの相談に応じ、情報提供、助言、サービス利用
計画の作成、サービス事業所等との連絡調整などを総合的に行います。相談支援事業

聴覚、言語機能、音声機能等の障害により意思疎通を図ることに支障がある人に手話通訳者、
要約筆記者の派遣等によりコミュニケーション支援を行います。

コミュニケーション
支援事業

介護・訓練支援用具、自立生活支援用具、在宅療養等支援用具、情報・意思疎通支援用具、排せつ
管理支援用具、居宅生活動作補助用具等の給付を行います。

日常生活用具
給付等事業

障害者等が円滑に外出することができるよう移動支援を行います。移動支援事業

障害者等を通わせ、創作的活動または生産活動の機会の提供、社会との交流などを行います。地域活動支援センター
事業

※地域生活支援事業には、この他に訪問入浴サービス事業、自動車運転免許取得・改造助成事業、日中一時支援事業など
があります。

■介護給付・訓練等給付
サ　ー　ビ　ス　内　容サービス名区　分

自宅で、入浴、排せつ、食事等の介護を行います。居宅介護

介
護
給
付

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

重度の障害があり常に介護が必要な人に、自宅で入浴や排せつ、食事などの
介助や外出時の移動の補助をします。重度訪問介護

知的障害や精神障害により行動が困難で常に介護が必要な人に、行動する
とき必要な介助や外出時の移動の補助などをします。行動援護

家で介護を行う人が病気などの場合、短期間、施設へ入所できます。短期入所

常に介護が必要な人のなかでも介護が必要な程度が著しく高いと認められ
た人には、居宅介護などの障害福祉サービスを包括的に提供します。重度障害者等包括支援

医療の必要な障害者で常に介護が必要な人に、医療機関で機能訓練や療養
上の管理、看護、介護や世話をします。療養介護

介
護
給
付

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス

常に介護が必要な人に、施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的な活動な
どの機会を提供します。生活介護

障害児が施設等に通い、日常生活における基本的な動作の指導や集団生活
への適応訓練などを行います。児童デイサービス

自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間、身体機能や生活能
力向上のために必要な訓練を行います。（機能訓練と生活訓練があります。）自立訓練

訓
練
等
給
付

就労を希望する人に、一定の期間内で生産活動やその他の活動の機会の提
供、知識や能力の向上のための訓練をします。就労移行支援

通常の事業所で働くことが困難な人に、就労の機会の提供や生産活動その
他の活動の機会の提供、知識や能力の向上のための訓練を行います。就労継続支援

共同生活をする場所で入浴や排せつ、食事の介護などを行います。共同生活介護（ケアホーム）介　護
給　付

居　
住　
系

サ
ー
ビ
ス

施設に入所する人に、主に夜間、入浴や排せつ、食事の介護などをします。施設入所支援

地域で共同生活を営む人に、住居における相談や日常生活上の援助をしま
す。

共同生活援助
（グループホーム）

訓練等
給　付

※訪問系サービスは在宅で訪問を受けたり、通所等で利用するサービスです。日中活動系サービスは入所・通所施設で昼
間の活動を支援するサービスです。居住系サービスは入所施設で住まいの場としてのサービスを行います。

　障害者（児）に対し、身体機能の補助用具として車いすや、義肢、義眼、補聴器などの補装具の購入・修理に要
する費用を支給します。

■補装具費の支給
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○年金から天引きされないかた（普通徴収で納付書払い、口座振替など）

　７月にお送りする決定通知書は、昨年度までと同様に、１期から８期までに納める今年度の保険税の通知です。
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　国民健康保険税は、毎年４月から翌年の３月分までを年間の保険税として計算します。毎年度の
保険税は７月に決定し、決定通知書をお送りしています。
　昨年までは、納付書や口座振替で納付（普通徴収）していただきましたが、平成２０年４月からは、一
定の条件に当てはまるかたは、世帯主の年金から天引きして納付する方法（特別徴収）が始まりました。

■保険税の納付方法と納期

①同一世帯のすべての国保被保険者が６５歳以上７５歳未満であること。
②世帯主が国保被保険者であること。
③世帯主の介護保険料を天引きしている年金受給額が年額１８万円以上であること。
④世帯主の介護保険料と国民健康保険税の合計が、介護保険料を天引きしている年金受給額の２分の１未満
であること。

■年度途中での国保税額の変更
　特別徴収の世帯主の世帯に新たに家族が加入した時や、脱退した時は、特別徴収が中止になって普通徴収に変更
になる場合や、特別徴収をしながら普通徴収にて増額分を納めていただく場合があります。
　また、特別徴収が減額になる場合、一旦年金から天引きされることがありますが、あとから還付となります。

■国民健康保険税は世帯主課税です
　国民健康保険税は、加入しているかたの収入や人数等に応じて世帯ごとに計算し、世帯主がその世帯の保険税を
まとめて納めることになっています。世帯主が職場の健康保険や長寿医療制度（後期高齢者医療制度）などに加入
している場合でも、世帯内のどなたかが国民健康保険に加入していれば、納税義務者は世帯主となります。

○年金から天引きされるかた（特別徴収）

　７月にお送りする決定通知書は、１０月から２月までに本徴収となる今年度の保険税額と、来年の４月から８月
までに仮徴収となる来年度保険税額の通知となっています。
　特別徴収となるのは次の条件にすべて当てはまる世帯主のかたです。

・本徴収（１０月・１２月・２月）

　７月に確定した年間の国民健康保険税から、仮徴収した税額を差
し引き、残った額を３回に分けて納めていただきます。仮徴収した
税額が年税額よりも多かった場合は、過払いの金額が還付となりま
す。（７月に保険税が決定となりますが、８月の徴収には間に合わ
ないため、１０月徴収分からが本徴収の金額となります。）

・来年度仮徴収（平成２１年４月・６月・８月）

　前年所得がまだ確定していませんので、平成２１年２月に差し引い
た税額と同じ額を納付していただきます。

８期７期６期５期４期３期２期１期

２月１月１２月１１月１０月９月８月７月

本徴収（平成２０年度分）
２月
（６期）

１２月
（５期）

１０月
（４期）

仮徴収（平成２１年度分）
８月
（３期）

６月
（２期）

４月
（１期）

【参　考】

特別徴収のかたの平成２０年度の国民健康保険税額は
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　平成２０年４月１日から、７５歳以上のかた（６５歳以上の一定の障害を有するかたで、広域連合が認定
したかたを含みます）を対象とした長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が始まりました。
　この制度の保険料は、毎年４月から翌年の３月分までを年間の保険料として計算します。今年度
の保険料は７月に決定し、決定通知書をお送りします。

■保険料の納付方法と納期
○年金から天引きされるかた（特別徴収）

　７月にお送りする決定通知書は、１０月から２月までに本徴収となる今年度の保険料額と、来年の４月から８月
までに仮徴収となる来年度保険料額の通知となっています。
・本徴収（１０月・１２月・２月）　

　７月に確定する年間の保険料から、すでに４月・６月・８月に仮
徴収した保険料を差し引き、残った額を３回に分けて納めていただ
きます。（７月に保険料が決定となりますが、８月の徴収には間に
合わないため、１０月徴収分からが本徴収の金額となります。）

・来年度仮徴収（平成２１年４月・６月・８月）　

　前年所得がまだ確定しませんので、平成２１年２月に差し引いた額
と同じ額を納めていただきます。

本徴収（平成２０年度分）
２月
（６期）

１２月
（５期）

１０月
（４期）

仮徴収（平成２１年度分）
８月
（３期）

６月
（２期）

４月
（１期）

○年金から天引きされないかた（普通徴収で納付書払い、口座振替など）

　７月にお送りする決定通知書は、１期から８期までに納める今年度の保険料の通知です。（国民健康保険税の
納期と同じになっています。）普通徴収で納付するかたは、次のような条件に該当するかたです。

８期７期６期５期４期３期２期１期
２月１月１２月１１月１０月９月８月７月

・年金の年額が１８万円未満のかた
・長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料と介護保険料の合計額が、年金額の２分の１を超えるかた
・年度途中で長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入されたかた

○年度の途中から年金天引きとなるかた

　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入する直前に、会社の社会保険などに加入していたかたで、普通徴
収となる条件に該当しないかたは、１０月の本徴収から特別徴収（年金から天引き）となります。その場合、７月
から９月までは普通徴収（納付書払いや口座振替）となります。社会保険の被扶養者だったかたは、９月まで保
険料はかかりません。

■保険料の算定方法
　保険料は個人ごとに算定し、定額の均等割額と前年の所得に応じて計算される所得割額の合計となります。
　保険料は県内一律となっており、医療費の動向等を踏まえて２年ごとに見直しとなります。
　また、所得の低いかたは、世帯主と被保険者の所得に応じて、均等割額の７割、５割、２割が軽減されます。

【参　考】

特別徴収のかたの平成２０年度の保険料額は

＋ �������	
�������

��������	
��	�������	�
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����

�������	
�	
�	�
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����
被保険者１人当たり

３７，４６２円

����
（総所得金額－基礎控除額３３万円）
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広報なか６月号１３

近
年
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、

　

近
年
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、

私
た
ち
の
食
生
活
は
、
栄
養
の
偏
り
や
朝
食
欠
食
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
食
習
慣

私
た
ち
の
食
生
活
は
、
栄
養
の
偏
り
や
朝
食
欠
食
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
食
習
慣

のの
乱
れ
、
家
族
と
食
卓
を
囲
む
機
会
の
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

乱
れ
、
家
族
と
食
卓
を
囲
む
機
会
の
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

今
、
生
涯
を
と
お
し
て
健
全
な
心
と
身
体
を
つ
く
る
基
礎
と
な
り
、
私
た
ち
が

　

今
、
生
涯
を
と
お
し
て
健
全
な
心
と
身
体
を
つ
く
る
基
礎
と
な
り
、
私
た
ち
が

生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
食
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
と
も

生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
食
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成　

年
６
月
に
「
食
育
」
に
関
す

１７

る
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
、

現
在
は
も
ち
ろ
ん
将
来
に
わ
た
り
健
康

で
文
化
的
な
生
活
と
豊
か
で
活
力
あ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
食
育
基

本
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
食
育
は
生
き
る
上

で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
教
育
の
三
本
の

柱
で
あ
る
知
育
、
徳
育
、
体
育
の
基
本

と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ

て
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」

を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食

生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間

を
育
て
る
も
の
と
し
て
食
育
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
食
育
に
関
す
る
基
本
理
念

と
し
て
、
食
育
は
国
民
の
心
身
の
健
康

の
増
進
と
豊
か
な
人
間
形
成
に
資
す
る

こ
と
を
旨
と
し
、
単
な
る
食
生
活
の
改

善
に
と
ど
ま
ら
ず
、
食
に
関
す
る
感
謝

の
念
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
や
、
伝
統

の
あ
る
優
れ
た
食
文
化
の
継
承
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
食
生
活
に
配
慮
す

る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心

と
身
体
を 
培 
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
は

つ
ち
か

ぐ
く
む
た
め
に
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
自
発
的
に
食
育
の
意
義
や
必
要
性
な

ど
を
理
解
し
て
、
食
に
関
す
る
正
し
い

知
識
や
的
確
な
判
断
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
国
民
が
自
ら
取
り

組
み
、
主
役
と
な
っ
た
国
民
的
広
が
り

を
持
つ
運
動
と
し
て
、
食
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
差
し
迫
っ
て

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
民
運
動
と
し
て
の
食

育
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
家
庭
、
学
校
、

保
育
所
、
地
域
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

に
お
い
て
自
ら
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
加
え

て
国
や
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
教

育
・
保
育
関
係
者
、
農
林
漁
業
者
、
食

品
関
連
事
業
者
、
民
間
団
体
な
ど
を
含

め
た
広
範
な
関
係
者
が
、
問
題
意
識
を

共
有
し
つ
つ
連
携
と
協
力
を
図
り
な
が

ら
、
適
切
な
働
き
か
け
や
支
援
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

家
庭
に
お
い
て
父
母
や
そ
の
他
の
保

護
者
な
ど
が
取
り
組
む
食
育
は
、
国
民

運
動
を
進
め
る
上
で
の
中
心
と
な
り
ま

す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育

は
、
心
と
身
体
の
成
長
や
人
格
の
形
成

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
全
な
心
と
身
体
を
培
い
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。
父
母
そ
の
他
の
保
護

者
な
ど
は
自
ら
も
「
食
」
に
つ
い
て
の

意
識
を
高
め
、
健
全
な
食
生
活
の
実
践

に
努
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

一
方
で
、
食
育
の
重
要
性
な
ど
に
つ

　

一
方
で
、
食
育
の
重
要
性
な
ど
に
つ

い
て
は
い
ま
だ
国
民
に
浸
透
し
て
い
な

い
て
は
い
ま
だ
国
民
に
浸
透
し
て
い
な

い
面
も
見
受
け
ら
れ
、
国
民
運
動
と
し

い
面
も
見
受
け
ら
れ
、
国
民
運
動
と
し

て
の
食
育
の
推
進
に
は
全
体
と
し
て
さ

ら
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
食
育
基
本

法
、
食
育
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
い

て
、
よ
り
一
層
積
極
的
な
食
育
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

食
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
平
成　

年
３
月
、
茨
城
県

１９

食
育
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
に
お
い
て
、

食
糧
生
産
者
な
ど
、
食
に
か
か
わ
る
あ

ら
ゆ
る
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
が
連
携

し
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
健

康
で
豊
か
な
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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「
食
育
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茨
城
県
み
ん
な
の
食
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
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�
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育
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１４

　

３
月
５
日
、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
で
開
催
し
た
第
１
回

推
進
連
絡
会
議
で
は
、　

人
の
委
員
が
出

２８

席
す
る
な
か
、
市
健
康
推
進
課
母
子
保
健

係
の
池
崎
・
大
畠
保
健
師
、
和
田
栄
養
士

が
、
母
子
保
健
の
課
題
、
計
画
書
の
概
要

や
趣
旨
、
会
議
の
役
割
や
今
後
の
計
画
推

進
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
続
い
て
６
月
２
日
に
開
催
し
た
第

２
回
推
進
連
絡
会
議
で
は
、
母
子
保
健
係

の
玉
川
・
橋
本
・
初
瀬
保
健
師
が
計
画
書

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
委
員
一
人
ひ

と
り
が
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で
「
思
春

期
」「
妊
娠
期
」「
小
児
保
健
」「
虐
待
予

防
」
の
４
分
科
会
に
各
委
員
が
分
か
れ
、

分
科
会
ご
と
に
具
体
的
な
対
策
を
検
討

し
、
平
成　

年
度
（
計
画
の
最
終
年
度
）

２３

ま
で
の
実
施
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

各
分
科
会
で
検
討
し
た
具
体
的
対
策

は
、
実
施
計
画
と
し
て
ま
と
め
、
広
報
な

か　

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１２
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市
で
は
、
国
の
「
健
や
か
親
子　

」
計

２１

画
と
那
珂
市
の
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

行
動
計
画
」
を
基
本
に
据
え
、
平
成　

年
１９

３
月
に
「
健
や
か
親
子
那
珂　

〜
第
１
次

２１

母
子
保
健
計
画
〜
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

保
健
、
福
祉
、
教
育
等
の
関
係
者
や
関

係
機
関
の
者
が
密
接
に
連
携
し
て
当
計
画

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
健
や
か
親
子
那

珂　

推
進
連
絡
会
議
（
以
下
「
推
進
連
絡

２１
会
議
」
と
い
う
）」
を
平
成　

年
１
月　

日

２０

３１

に
設
置
し
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
推
進
連

絡
会
議
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

推
進
連
絡
会
議
の
委
員
は
、
ナ
ザ
レ
幼

稚
園
、
瓜
連
保
育
園
、
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
、
な
か
デ
コ
ボ
コ
フ
レ
ン
ズ
か

ら
各
１
人
、
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協

議
会
か
ら
２
人
、
小
中
学
校
等
を
含
む
市

担
当
課
か
ら　

人
の
計　

人
の
委
員
で
構

２３

２９

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
推
進
連
絡
会
議
は
、

第
１
次
母
子
保
健
計
画
が
計
画
書
ど
お
り

に
進
ん
で
い
る
か
を
確
認
し
た
り
、
次
期

計
画
（
計
画
期
間
は
平
成　

年
度
か
ら　

２４

２８

年
度
の
５
年
間
）
を
立
て
る
こ
と
な
ど
を

主
な
役
割
と
し
て
い
ま
す
。
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広報なか６月号１５

　

市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
で
実
施
し
て
い
る
歯
科
検

診
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
は
、
光
源

に
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
利
用
し
て
い

る
た
め
、
従
来
の
ラ
イ
ト
よ
り
明
る

く
、
ま
た
ラ
イ
ト
か
ら
熱
を
発
さ
な

い
た
め
、
や
け
ど
な
ど
の
危
険
性
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

の
導
入
に
よ
っ
て
市
の
１
歳
６
か
月

検
診
や
３
歳
児
検
診
が
よ
り
安
心
・

確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
６
月
４
日
の
「
虫
歯
予

防
デ
ー
」
を
前
に
市
内
小
中
学
校
で

初
め
て
那
珂
一
中
に
歯
科
検
診
用
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
配
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
歯
科
検
診
用
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
順
次
、
市
内
全
中
学

校
に
配
備
し
て
い
き
ま
す
。

�������	
����������	
������������	
���������	
��

　

今
回
、
歯
科

検
診
時
（
市
内

小
中
学
生
対

象
）
に
使
用
す

る
検
診
器
具
を

滅
菌
す
る
た
め

の
高
圧
滅
菌
器

を
、
市
内
中
学
校
区
に
１
台
ず
つ
配

備
し
ま
し
た
。（
計
５
台
）

　

市
が
実
施
す
る
歯
科
検
診
は
、
那

珂
市
歯
科
医
師
会
の
指
導
の
も
と
、

こ
の
高
圧
滅
菌
器
を
使
用
し
て
検
診

当
日
の
人
数
分
の
器
具
を
滅
菌
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
充
実
し
た
感
染
症
予
防
体
制

は
、
県
内
で
も
先
駆
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
那
珂
市
歯
科
医
師
会
か
ら

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
と
も
那
珂
市
歯
科

医
師
会
と
緊
密
に
連
携
を
と
り
、
安

全
・
安
心
な
歯
科
検
診
に
努
め
ま
す
。
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高圧滅菌器

より明るく発熱のないLEDライ
ト（右上、円形のもの）が、歯
科検診で活用されています。
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　那珂市歯科医師会から毎
年、歯牙外傷に対応するた
めの歯牙保存液と検診機器
滅菌に使用するオートク
レープ用滅菌パックを、市
内各小中学校で不足した分
について寄贈していただい
ています。寄贈、ありがと
うございます。
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ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
英
語
で
「
頭

を
冷
や
す
」
と
い
う
意
味
で
す
。
一
定
期

間
な
ら
一
定
条
件
の
下
で
、
消
費
者
が
考

え
直
し
て
一
方
的
に
契
約
を
や
め
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
消
費

者
を
守
る
制
度
で
す
。
し
か
し
、
消
費
者

の
方
か
ら
店
に
自
発
的
に
出
向
い
た
場
合

や
、
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
注
文
す
る
通
信
販

売
な
ど
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
取
引
内
容

と
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
訪
問
販
売　
　
　
　
　
　
　
　

８
日
間

○
電
話
勧
誘
販
売　
　
　
　
　
　

８
日
間

○
特
定
継
続
的
役
務
提
供
契
約　

８
日
間

（
エ
ス
テ
、
語
学
教
室
、
家
庭
教
師
、
学

習
塾
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス
）

○
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
）　
　

　
 

　

日
間

２０

○
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

　
（
モ
ニ
タ
ー
商
法
、
内
職
商
法
な
ど
）

　
 

　

日
間

２０

＊
期
間
は
、
法
定
契
約
書
面
の
交
付
を
受

け
た
日
を
含
む
。
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次
の
よ
う
な
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
な
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

○
総
額
が
３
０
０
０
円
未
満
で
代
金
支
払

済
み
の
場
合

○
消
耗
品
（
化
粧
品
・
健
康
食
品
等
）
を

開
け
て
使
用
し
て
し
ま
っ
た
場
合

○
購
入
品
が
乗
用
自
動
車
の
場
合
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○
は
が
き
に
契
約
を
解
除
す
る
旨
を
記
入

し
て
相
手
方
に
送
付
し
ま
す
。
そ
の
は

が
き
は
、
両
面
を
コ
ピ
ー
し
て
証
拠
を

残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
は
が
き
は
、
配
達
記
録
か
簡
易
書
留
で

出
し
ま
し
ょ
う
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
し
て
い
る
場
合
は
、

信
販
会
社
に
も
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
１
１
９
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　　　　…うのみにしない
　　　　　業者の言うことをうのみにしない
　　　…相談する
　　　　おかしいと思ったらだれかに相談する
　　　　…断る
　　　　　いらないものはきっぱり断る
　　　…契約しない
　　　　その場ですぐに契約しない
（財団法人日本消費者協会パンフレットから）
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１６

　市歴史民俗資料館が年３回企画し
ている歴史講演会が５月１１日、同館
で開催されました。
　今回のテーマは「光圀夫人 泰  姫 と

たい ひめ

額田村 万  姫 」。いつまでも「たしなみ
まん ひめ

＝敬い」が大切であるという光圀の
「夫婦観」のほか、近衛家から嫁い
だ泰姫の深い学問への驚嘆、２１歳で
逝った夫人への深い哀惜の情、額田
村鈴木家へ嫁いだ光圀ゆかりの万姫
の生涯などについて、身近な例と関
連づけた講演が行われ、参加者は興
味深く学びました。

�������	
���
歴史講演会「光圀夫人泰姫と額田村万姫」

　那珂市国際交流協会では、市民の
皆さんに外国文化を身近に感じてい
ただくため５月１０日、「国際交流サ
ロン」を開催しました。今回は茨城
県国際交流員のアンバー・チャンさ
んが出身国オーストラリアの文化紹
介を、写真や資料を使って分かりや
すく紹介してくれました。また、日
本に来て間もない頃に経験した日本
語の勘違いなど、楽しい話は講演終
了後の軽食しながらの交流の輪の中
でも続き、多くの情報交換ができま
した。

�������	
��
那珂市国際交流協会総会
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ひと ひと

女性ネットワークなか総会・第６回女性の翼派遣団報告会・ 男 と
ひと

 女 輝いて生きるコンサート
ひと

　平成２０年度女性ネットーワークな
か総会が、５月２４日総合センターら
ぽーるで行われ、議案が原案どおり
承認されました。
　また、第６回女性の翼派遣団報告
会が同日に開催され、８日間にわた
る視察研修の貴重な体験や感想を報
告しました。派遣先である国際親善
姉妹都市オークリッジ市での市民と
の交流や教育・福祉・医療など各施
設の視察をはじめ、ロサンゼルス市
では、女性の地位向上の取り組みに

ついて学んだことをスライド写真を
交え報告しました。
　その後、 男 と 女 輝いて生きるコン

ひと ひと

サートが催され、シニア世代の親爺
たちによるブルーグラスバンド「万
丈童子」が登場しました。バン
ジョーが奏でる陽気で朗らかなカン
トリー音楽の演奏に、会場からは手
拍子が自然と起こり、市内のフォー
クダンス愛好者のかたが音楽に乗せ
て踊るなど、楽しいひとときに大き
な拍手が送られました。

　４月１９日から５月１８日まで市歴史
民俗資料館で端午の節句展が開催さ
れました。会場には 兜 や掛軸、絵馬

かぶと

など約３０点が展示され、来場者の皆
さんの目を楽しませました。その中
でも、佐竹氏の家紋が入った室町時
代の 幟 はその大きさや年代もあって

のぼり

特に目をひいていました。
　子の成長を願う親のおもいは昔も
今も変わらないもの。来場者のかた
がたは、子への愛情を表現した展示
品の数々から、現代にも通じる人々
のおもいの尊さを感じていました。

��������	
��
歴史民俗資料館「端午の節句展」
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　本米崎小、額田
小、五台小、戸多
小、芳野小、木崎
小に５月１日、
AED（自動体外式
除細動器）を設置
しました。
　AEDは、心肺停止状態の人の胸に
電極パットを当て、通電によって救
命する機器で、操作手順や使用方法
が音声で指示されます。簡単な講習
を受けることで、一般のかたでも操
作することができ、緊急時に周囲に
居合わせた人が使用することで、よ
り迅速な救命活動を可能にするもの
として期待されています。
　なお来年度中に市内のすべての小
学校にAEDを設置する予定です。
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設置されたAED
（本米崎小・職員室）

■企画課市政情報室広報係

　�２９８－１１１１　内線４３７



広報なか６月号１７

　市は、公共工事や公共施設、市営
住宅などから、暴力団等を排除する
ため、那珂警察署との間で、「那珂市
公共施設からの暴力団等排除に関す
る協定」を含む３つの協定を４月２２
日に締結しました。
　第１次那珂市総合計画の施策のひ
とつに掲げる「安全で快適な住みよ
いまちづくり」の方針に基づくもの
で、これまで以上の協調関係が那珂
警察署との間で構築されるととも
に、警察署の支援体制が図られるこ
ととなりました。

�������	

暴力団等排除に関する協定

　地域活動の拠点となる田崎地区コ
ミュニティセンターの竣工式典が４
月２０日、開催されました。今まで地
域のかたがたが集い、交流・活動の
場として慣れ親しまれてきた田崎公
民館が、このたび新たに田崎地区コ
ミュニティセンターとなって完成し
ました。式典終了後の祝賀会では、
地区のそば打ち名人によるそばもふ
るまわれました。今後は今まで以上
に、幅広い世代がこのコミュニティ
センターを拠点として、地域づくり
のために活動していきます。

�������	

田崎地区コミュニティセンター

　市では「那珂市民便利帳」協働発
行に関する協定書の調印式を５月９
日、株式会社サイネックスと行いま
した。市民サービスの向上、地域経
済の活性化や財政負担が軽減される
とあって、今まで作成していた市町
村のガイドブックや便利帳など、官
民協働発行する市町村が増えてきて
おり、県内でも那珂市は３番目に発
行する市町村となりました。行政情
報のほかにも観光や特産品などの紹
介をするページも予定しており、８
月末には、各戸に配布されます。

�������	
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市民便利帳協働発行事業調印式
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深畑真喜栄さんがサッカー審判１０００試合を達成

　深畑真喜栄さん（菅
谷）が５月１１日にふれ
あいの杜公園で開催さ
れた第３２回全日本少年
サッカー大会中央地区
予選大会でサッカー審
判１０００試合目という記録を達成しました。
　現在、那珂フットボールクラブで顧問を務めている
深畑さんは、昭和５２年に審判資格３級を取得して以降
これまで３１年間の永きにわたり、少年団から社会人の
大会まで審判を務め、公正に判定してきました。会社
員時代は、社会人チームに所属するかたわら、子どもた
ちにサッカーの楽しさを教え続けた深畑さん。「目標の
１０００回を達成することができました。これからもサッ
カーにかかわっていけたらいいですね」と語ってくださ
いました。中学１年生のときにサッカーに出合って以
来これまでプレーし続けている深畑さんは、「できるだ
け長くサッカーを続けてもらえたら」と、子どもたちの
プレーをこれからも優しい眼差しで見守っていきます。

�������	
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鈴木塁さん、兵藤亮さんがリトルシニア全国大会に出場

　第１４回日本リトルシニア
野球全国選抜大会が３月２７
日から４月２日まで大阪府
で開催され、那珂一中３年
生の鈴木塁さん（写真右）
と２年生の兵藤亮さん（写
真左）が出場しました。
　二人が所属するのは勝田リトルシニア。大阪府の 河 南   

か なん

リトルシニアと熱戦を繰り広げ、はつらつとプレーしま
した。大会を振り返り鈴木さんは「改めて全国のレベル
の高さを知ることができました。監督をはじめスタッフ
の皆さん、家族、チームメートへの感謝の気持ちを忘れ
ずに、夏の大会は全力でプレーしたいです」、兵藤さん
は「とてもよい経験ができました。次の大会では３年生
に恩返しができるよう、さらに練習を積んで精一杯頑張
りたいです」と夏の大会でのさらなる健闘を誓い、早く
も厳しい練習を再開しました。今後の活躍が大いに期待
されます。（リトルシニアについての問い合わせは、勝
田リトルシニア事務局田口�２９５－３８４３まで）

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。



１８
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◆募集人数　４人程度
◆応募資格

市内に住所を有するか、または通
勤、通学されている２０歳以上の男女
◆活動期間

７月から平成２１年２月までの間で
１０回程度の研修を行います。
※研修は基本的に２時間程度で、
土曜日および日曜日の昼間、また
は平日の夜間を予定しています。
※１０月１７日（金）から１８日（土）に富
山市で開催される「日本女性会
議２００８とやま」の派遣研修を含
みます。

◆応募方法

市民活動課窓口および市役所（本
庁）１階総合案内、瓜連支所、市中
央公民館、市立図書館、市総合セン
ターらぽーる、ふれあいセンター
よしの、ふれあいセンターよこぼ

り、那珂総合公園などに設置する
応募用紙に所定の事項を記入の上、
６月２７日（金）までに、市民活動課
男女共同参画係に提出してくださ
い。応募用紙は那珂市ホームペー
ジからもダウンロードできます。

　○那珂市ホームページ

　　http://www.city.naka.lg.jp/

◆選　　考

応募用紙の記載内容等により選考
し、７月４日（金）までに応募者本
人に通知します。

◆そ の 他

託児を希望するかたは、応募用紙
に託児者氏名、性別、年齢（学年）
を記入してください。（小学校３
年生まで。昼間のみ）

◆申し込み・問い合わせ

　市民活動課男女共同参画係

　�２９８－１１１１　内線４８５

　那珂市では、平成２０年３月に「那珂市男女共同参画プラン」を市民と協働
で策定しました。このプランは、本年度から平成２９年度までの１０か年を計画
期間とし、男女共同参画に関する施策はこれに基づき推進されることになり
ます。
　今年度から、市の男女共同参画を推進する
リーダーを養成する研修を実施します。研修で
は、プランの基本理念である「 男 と 女 がともに輝

ひと ひと

けるまち」の形成に向け、基本目標のひとつ「男
女が互いに認めあい、尊重しあうまち」の具体
的施策「男女共同参画の啓発の充実」、「幼少期か
らの男女共同参画教育の推進」について、さま
ざまな課題を抽出し解決策を検討していきます。
　この推進員養成研修に参加し、「 男 と 女 がとも

ひと ひと

に輝けるまちづくり」推進員として活動するか
たを募集します。
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� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） １期

○介護保険料（普通徴収） ２期

納期限：６月３０日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 人の動き �

那珂市の人口（５月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７６２人 （－５１）
　女　　　２８，５８９人 　（－３０）
　計　　　５６，３５１人 （－８１）
世帯数　　２０，３１３世帯 （＋２２）

○出生　３１人
○死亡　５３人

（４月１日～３０日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１６，０７７人

　（平成２０年４月末現在・
 前月比４，８２１人減少）
※５，０８５人が長寿医療制度（後期高
齢者医療制度）へ移行したため加
入者が大きく減少しています。
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億８，０４６万円

　（平成２０年４月・
 前月比１，２６７万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／７月８日（火）　１３：００～１７：００
　　　７月２２日（火）　１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１７

日時／７月２日（水）、９日（水）、
　　１６日（水）、２３日（水）、
　　３０日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／７月２２日（火）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯科衛生士による個別相談

歯垢染め出し・ブラッシング指
導・歯に関する相談

※希望時、身体計測（身長・体重）
や子育てに関する相談（保健師）
もできます。

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　市内各小学校の子どもたちが発見し
たふるさとの良さをご覧ください。
◆日　時　６月２９日（日）まで
　　　　　９：００～１６：３０
　　　　　※月曜日は休館です
◆場　所　歴史民俗資料館　多目的室
◆入館料　無料
◆問い合わせ　

　市歴史民俗資料館　�２９７－００８０

��������
法律相談 歴史民俗資料館展示のおしらせ

　～小学生による
「ふるさと再発見展」～　

こども歯科相談のおしらせ

��������

６日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
�３５３－２８１１

１３日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

２０日　瓜連中央医院 （瓜連）
�２９６－０２７１

２１日　なかむら内科・
　　　泌尿器科クリニック （飯田）

�３５３－２３１０
２７日　塙内科消化器科 （後台）

�２９５－２１１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

４月１５日～５月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

切手・テレカボランティアポピー
 １２，０００円
日赤那珂市地区奉仕団
 １１７，８２０円
ぴっぴお話の会　南波哲龍
 ４，６７２円
那珂市ごみを減らす会解散記念金
 ９，９３８円
綿引智恵子 １，０００，０００円
野木利三郎 １０，０００円
木村　　純 ３，４００円
茂垣のぶい ５，０００円
直売施設とんがりはっと管理運営
協議会 ３，９５１円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。
 �２９８－８８８１
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芳
野
地
区
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
有

　

芳
野
地
区
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
有

し
、
点
在
す
る
た
め
池
を
農
業
用
水
の

し
、
点
在
す
る
た
め
池
を
農
業
用
水
の

重
要
な
水
源
と
し
た
稲
作
中
心
の
農
家

重
要
な
水
源
と
し
た
稲
作
中
心
の
農
家

が
多
い
地
域
で
す
。

が
多
い
地
域
で
す
。

以
前
は
多
く
の
生
き
物
が
生
息
し
て

　

以
前
は
多
く
の
生
き
物
が
生
息
し
て

い
た
田
園
風
景
も
時
代
と
と
も
に
荒
廃

い
た
田
園
風
景
も
時
代
と
と
も
に
荒
廃

が
進
み
、
篠
や
雑
草
が
生
い
茂
り
大
量

が
進
み
、
篠
や
雑
草
が
生
い
茂
り
大
量

の
ゴ
ミ
が
投
棄
さ
れ
る
と
、
地
域
内
に

の
ゴ
ミ
が
投
棄
さ
れ
る
と
、
地
域
内
に

環
境
問
題
を
懸
念
す
る
声
が
高
ま
り
ま

環
境
問
題
を
懸
念
す
る
声
が
高
ま
り
ま

し
た
。

し
た
。

「
芳
野
地
域
全
体
で
取
り
組
み
自
主

　
「
芳
野
地
域
全
体
で
取
り
組
み
自
主

的
な
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
環
境

的
な
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
環
境

改
善
が
進
展
し
に
く
い
」
と
、
そ
れ
ぞ

改
善
が
進
展
し
に
く
い
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
飯

れ
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
飯

田
・
鴻
巣
・
戸
崎
地
区
の
３
団
体
が
集

田
・
鴻
巣
・
戸
崎
地
区
の
３
団
体
が
集

ま
り
、
地
区
住
民
が
暮
ら
し
や
す
く
、

ま
り
、
地
区
住
民
が
暮
ら
し
や
す
く
、

魅
力
あ
る
環
境
の
中
で
生
活
が
営
め
る

魅
力
あ
る
環
境
の
中
で
生
活
が
営
め
る

よ
う
な
地
域
を
目
指
し
て
、
現
在
の

よ
う
な
地
域
を
目
指
し
て
、
現
在
の

「
芳
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
前
身

「
芳
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
前
身

と
な
る
「
芳
野
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」

と
な
る
「
芳
野
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」

が
平
成

年
に
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

が
平
成　

年
に
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

１４１４

　

さ
ら
に
、
芳
野
地
区
の
農
業
が
盛
ん
な
土

地
柄
を
活
か
し
て
、
地
産
地
消
、
食
育
、
農

業
・
農
空
間
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
も
進

め
て
き
ま
し
た
。
住
民
参
加
に
よ
っ
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
交
流
や
活
動
の
基
点

と
な
る
施
設
と
し
て
、
平
成　

年
に
「
芳
野

１９

農
産
物
直
売
所
」
が
完
成
。
さ
ら
に
行
政
と

の
協
働
活
動
を
取
り
な
が
ら
、
自
然
環
境
に

調
和
し
た
田
園
空
間
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

協
議
会
会
長
の
�
野
四
郎
さ
ん
は
「
私
た

ち
は
自
然
環
境
の
保
持
か
ら
す
べ
て
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
限
り
な
く
続
け
、

地
域
活
性
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
で
す
」
と

話
さ
れ
る
よ
う
に
、
芳
野
地
区
は
着
実
な
一

歩
を
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。
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「
成
果
が
目
に
見
え
や
す
く
、
ま
ず
で
き

　
「
成
果
が
目
に
見
え
や
す
く
、
ま
ず
で
き

る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
行
動
を
し
て
い
こ

る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
行
動
を
し
て
い
こ

う
」
と
皆
さ
ん
は
、「
文
洞
溜
」「
大
洞
溜
」

う
」
と
皆
さ
ん
は
、「
文
洞
溜
」「
大
洞
溜
」

「
洞
前
溜
」
を
基
点
と
し
て
草
刈
り
や
ゴ
ミ

「
洞
前
溜
」
を
基
点
と
し
て
草
刈
り
や
ゴ
ミ

拾
い
な
ど
の
環
境
整
備
を
行
う
「
ワ
ン
デ
イ

拾
い
な
ど
の
環
境
整
備
を
行
う
「
ワ
ン
デ
イ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
。
地
区
の
住
民
を
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
。
地
区
の
住
民
を
は

じ
め
、
企
業
や
学
生
、
行
政
な
ど
多
く
の
か

じ
め
、
企
業
や
学
生
、
行
政
な
ど
多
く
の
か

た
が
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
着
実
に
成
果
を
あ

た
が
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
着
実
に
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

げ
て
い
ま
す
。

ワ
ン
デ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ほ
か
に
も
、
皆

　

ワ
ン
デ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
ほ
か
に
も
、
皆

さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
環
境
保
全
に
関
す
る
共
同

す
。
た
と
え
ば
、
環
境
保
全
に
関
す
る
共
同

学
習
会
、
講
演
会
、
先
進
地
視
察
な
ど
の「
自

学
習
会
、
講
演
会
、
先
進
地
視
察
な
ど
の「
自

己
啓
発
」
の
ほ
か
、
参
加
者
全
員
で
話
し
合

己
啓
発
」
の
ほ
か
、
参
加
者
全
員
で
話
し
合

い
、
地
域
を
肌
で
体
験
し
て
地
域
へ
の
思
い

い
、
地
域
を
肌
で
体
験
し
て
地
域
へ
の
思
い

を
共
有
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
自
然
環

を
共
有
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
自
然
環

境
の
保
全
や
、
地
域
に
息
づ
く
自
然
と
ふ
れ

境
の
保
全
や
、
地
域
に
息
づ
く
自
然
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
、
子
ど
も
た

あ
う
こ
と
を
大
切
に
す
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
昆
虫
観
察
会
、
ホ
タ
ル
観
察
会
な
ど
の

ち
が
昆
虫
観
察
会
、
ホ
タ
ル
観
察
会
な
ど
の

「
自
然
観
察
会
」
を
行
い
、
芳
野
地
区
住
民

「
自
然
観
察
会
」
を
行
い
、
芳
野
地
区
住
民

が
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
土
地
、
自
然

が
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
土
地
、
自
然

環
境
、
人
間
関
係
を
築
き
、
後
世
に
残
せ
る

環
境
、
人
間
関
係
を
築
き
、
後
世
に
残
せ
る

地
域
社
会
を
創
造
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
社
会
を
創
造
し
て
き
ま
し
た
。
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夏休み親子自然観察会

ワ
ン
デ
イ

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ

 
（
戸
崎
洞
前
溜
）
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い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
風

　

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
風

水
害
や
地
震
な
ど
の
災
害
。
そ
れ
ら
の
災
害

水
害
や
地
震
な
ど
の
災
害
。
そ
れ
ら
の
災
害

に
対
し
、
地
域
で
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
被
害

に
対
し
、
地
域
で
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
「
自
主
防

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
「
自
主
防

災
組
織
」
の
組
織
化
の
輪
が
市
内
で
広
が
っ

災
組
織
」
の
組
織
化
の
輪
が
市
内
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
平
成

年
９
月
発
足
の
中
里
自

て
い
ま
す
。
平
成　

年
９
月
発
足
の
中
里
自

１８１８

主
防
災
会
に
続
き
２
月
２
日
に
誕
生
し
た
の

主
防
災
会
に
続
き
２
月
２
日
に
誕
生
し
た
の

が
、
平
野
１
区
・
２
区
・
３
区
の
各
自
主
防

が
、
平
野
１
区
・
２
区
・
３
区
の
各
自
主
防

災
会
で
す
。

災
会
で
す
。

平
野
地
区
が
自
主
防
災
会
の
組
織
化
を
目

　

平
野
地
区
が
自
主
防
災
会
の
組
織
化
を
目

指
し
た
の
は
今
か
ら
約
２
年
前
の
こ
と
。
各

指
し
た
の
は
今
か
ら
約
２
年
前
の
こ
と
。
各

区
間
で
協
力
し
な
が
ら
徐
々
に
話
し
合
い
を

区
間
で
協
力
し
な
が
ら
徐
々
に
話
し
合
い
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
７
月
に
平

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
７
月
に
平

野
地
域
づ
く
り
委
員
会
内
で
自
主
防
災
会
の

野
地
域
づ
く
り
委
員
会
内
で
自
主
防
災
会
の

結
成
を
決
定
後
、
説
明
会
を
開
い
た
り
、
回

結
成
を
決
定
後
、
説
明
会
を
開
い
た
り
、
回

覧
を
用
い
た
り
し
な
が
ら
、
住
民
一
人
ひ
と

覧
を
用
い
た
り
し
な
が
ら
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
理
解
を
得
て
組
織
化
を
進
め
て
き
ま
し

り
の
理
解
を
得
て
組
織
化
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
と
は
い
え
、
平
野
地
区
は
こ
れ
ま
で
大

た
。
と
は
い
え
、
平
野
地
区
は
こ
れ
ま
で
大

き
な
災
害
の
発
生
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
。

き
な
災
害
の
発
生
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
。

平
野
１
区
・
２
区
・
３
区
の
自
主
防
災
会

　

平
野
１
区
・
２
区
・
３
区
の
自
主
防
災
会

で
は
こ
れ
か
ら
、
防
災
活
動
を
身
近
な
コ

で
は
こ
れ
か
ら
、
防
災
活
動
を
身
近
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

「
夏
祭
り
で
非
常
食
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

「
夏
祭
り
で
非
常
食
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
、
子
ど
も
た
ち
に
非
常
食
が
ど
ん
な
も
の

て
、
子
ど
も
た
ち
に
非
常
食
が
ど
ん
な
も
の

か
知
っ
て
も
ら
お
う
」
な
ど
自
然
に
防
災
意

か
知
っ
て
も
ら
お
う
」
な
ど
自
然
に
防
災
意

識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
冬
に
は
、「
防
災
訓
練
と
三
世

す
。
そ
し
て
今
冬
に
は
、「
防
災
訓
練
と
三
世

代
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
に
開
催
し
て
は

代
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
に
開
催
し
て
は

ど
う
か
」
と
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
取
り
組
み
に

ど
う
か
」
と
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

平
野
地
区
の
住
民
の
か
た
一
人
ひ
と
り
の

　

平
野
地
区
の
住
民
の
か
た
一
人
ひ
と
り
の

協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
多
方
面
か
ら
手
助
け
を

協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
多
方
面
か
ら
手
助
け
を

得
て
こ
の
た
び
発
足
し
た
平
野
１
区
・
２
区
・

得
て
こ
の
た
び
発
足
し
た
平
野
１
区
・
２
区
・

３
区
の
自
主
防
災
会
。
地
域
で
起
こ
り
う
る

３
区
の
自
主
防
災
会
。
地
域
で
起
こ
り
う
る

災
害
に
対
し
て
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

災
害
に
対
し
て
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
を
目
標
に
、
安
全
で
安
心
し
て
生

え
る
こ
と
を
目
標
に
、
安
全
で
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
あ
い
活
動
を
続
け

し
て
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
あ
い
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。
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「
な
ぜ
平
野
地
区
に
自
主
防
災
組
織
が
必
要

「
な
ぜ
平
野
地
区
に
自
主
防
災
組
織
が
必
要

な
の
か
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
て
き

な
の
か
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。「
災
害
発
生
時
に
は
自
分
た
ち
の

ま
し
た
。「
災
害
発
生
時
に
は
自
分
た
ち
の

生
命
、
財
産
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
心

生
命
、
財
産
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
心

構
え
と
行
動
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
地
域

構
え
と
行
動
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
地
域

住
民
が
一
致
団
結
し
て
組
織
的
に
行
動
す
る

住
民
が
一
致
団
結
し
て
組
織
的
に
行
動
す
る

こ
と
で
緊
急
事
態
に
対
処
し
て
い
こ
う
」と
、

こ
と
で
緊
急
事
態
に
対
処
し
て
い
こ
う
」と
、

自
主
防
災
会
発
足
へ
の
総
意
が
生
ま
れ
、「
ふ

自
主
防
災
会
発
足
へ
の
総
意
が
生
ま
れ
、「
ふ

だ
ん
か
ら
話
し
合
い
や
訓
練
を
実
施
し
て
災

だ
ん
か
ら
話
し
合
い
や
訓
練
を
実
施
し
て
災

害
に
備
え
て
い
こ
う
」
と
気
持
ち
を
一
つ
に

害
に
備
え
て
い
こ
う
」
と
気
持
ち
を
一
つ
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
合
同
発
足
式
で

　

２
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
合
同
発
足
式
で

は
早
速
、「
防
災
・
防
犯
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を

は
早
速
、「
防
災
・
防
犯
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を

実
施
し
た
皆
さ
ん
。
地
域
内
の
消
火
栓
や
子

実
施
し
た
皆
さ
ん
。
地
域
内
の
消
火
栓
や
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
、
街
灯
な
ど
の
防
災
に

ど
も
１
１
０
番
の
家
、
街
灯
な
ど
の
防
災
に

役
立
つ
箇
所
の
ほ
か
、
見
通
し
の
悪
い
道
や

役
立
つ
箇
所
の
ほ
か
、
見
通
し
の
悪
い
道
や

行
き
止
ま
り
な
ど
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
な

行
き
止
ま
り
な
ど
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
な

が
ら
、
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
再
確
認
し
団

が
ら
、
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
再
確
認
し
団

地
内
を
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
米

地
内
を
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
米

の
試
食
を
実
施
し
て
、
災
害
時
の
食
生
活
を

の
試
食
を
実
施
し
て
、
災
害
時
の
食
生
活
を

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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市民活動団体を紹介します

����������
��

タウンウォッチングのあと、
「防災・防犯マップ」を作成



２２

問い合わせ 
環境課環境保全係 
�２９８－１１１１　内線２５５ 

みんなで参加「ノーマイカーデー」
　資料を展示するまでには、調査・収集・整理・保存す
る作業があります。今回は、埋蔵文化財についてお知ら
せします。

■「埋蔵文化財」とは？

　大地に残された人間生活の 痕  跡 全体を遺跡といい、遺
こん せき

跡から出土する石器や土器・金属器など生活用具類を遺
物、集落跡や古墳、土塁や堀跡（城館跡）などを遺構と
いいます。これらのうちで学術的な価値を持つものを埋
蔵文化財といいます。なお、出土した遺物の一部は、常
設展示で見ることができます。

 

■「包蔵地」とは？

　埋蔵文化財が存在する範囲を包蔵地といいます。市内
には２５３か所あります。皆さんのお住まいは、もしかし
たら「包蔵地」の中ですか？『那珂市包蔵地遺跡分布地
図』は歴史民俗資料館で頒布しています。また、市都市
計画課（市役所本庁）や市生涯学習課（瓜連支所）、図書
館などでも見ることができます。

■「発掘調査」とは？

　宅地造成や住宅建築など包蔵地内を開発する場合は、
はじめに遺跡の実態を確認するための試験的発掘（試掘）

をします。その
結果、遺跡が存
在し、それを保
護できない開発
行為の場合は、
記録に残して保
存するために発
掘調査を行いま
す。

■問い合わせ

　歴史民俗資料館　�２９７－００８０  那珂市戸崎４２８－２

■「ノーマイカーデー」とは？

　自動車の利用を控えて、なるべくバスや電車等の公共交
通機関、徒歩や自転車の利用を心がける日のことです。

■「ノーマイカーデー」の実施にはどんな意味があるの？

　那珂市では、年々自動車の保有台数が増加しています。
これに伴って、温室効果ガスの排出量やエネルギー使用量
の増加、大気環境の悪化が懸念されています。
　このため、「ノーマイカーデー」の実施は、環境負荷の低
減を図るとともに、環境配慮について考える機会であり、
市民一人ひとりができることからエコ活動を始めるきっか
けになります。

■那珂市・茨城県の取り組み

　那珂市では、平成２０年５月から１０月までの毎月第２週の
うち１日以上で各自が選定した日を「ノーマイカーデー」
とし、那珂市民および那珂市に通勤している人を対象に参
加を呼びかけています。
　また、茨城県でも昨年「ノーマイカーいばらき」という
ノーマイカー運動を実施しました。

■マイカー以外の交通手段がないというかたは…

　「ノーマイカーデー」とは、マイカー利用を強制的に禁止
するものではありません。乗り合わせやエコドライブを実
施することも環境にやさしい行動といえます。自分の体調
も考慮し、無理のない実施に努めましょう。

【「ノーマイカーいばらき」についての問い合わせ】

茨城県公共交通活性化会議（茨城県企画部企画課内）

http://www.koutsu-ibaraki.jp/index.html

�３０１－２５３６

�������	
��

○冷房の温度設定は２８℃ を心がけましょう。

○クールビズを心がけましょう。

軍司館跡現場説明会

常設展示室 出土した土器



広報なか６月号２３

杉 

冨
田　
　

結
衣
花 

尚
史

菅
谷 

櫻
庭　
　

京
香 

啓
樹

後
台 

佐
々
木　

星
空 

慎
春

後
台 

峯
島　
　

凛
翔 

正
勝

菅
谷 

井
上　
　

美
月 

哲
也

菅
谷 

伊
藤　
　

隼
太 

和
幸

菅
谷 

堀
江　
　

朱
里 

歩

堤 

澤
畑　
　

翔
太 

真
一

鴻
巣 

田
山　
　

柊
弥 

学
志

静 

先
�　
　

芭
菜 

実

瓜
連 

清
水　
　

碧
月 

俊
宏

菅
谷 

豊
田　
　

咲
人 

和
弘

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

静 

塙　
　
　

慎
一 

　

歳
６２

瓜
連 

須
能　
　

篤 

　

歳
５３

門
部 

海
野　
　

�
つ 

　

歳
９４

鴻
巣 

勝
山　
　

晃 

　

歳
８６

戸
崎 

黒
澤　
　

た
ね 

　

歳
７９

■材料　４人分（１人分４４１kcal）
木綿豆腐………１丁
豚ひき肉………３００ｇ
長ねぎ…………（みじん切り）大さじ２
おろし生姜……小さじ２
塩………………小さじ１
片栗粉…………大さじ４～６
油………………適宜
【甘酢あん】
砂糖、ケチャップ、
うす口しょうゆ、
酢、片栗粉
水………………２カップ
　　　　　　
■作り方
①豆腐は水切りする。
②ボールに①を入れてマッシャーでつぶし、
ひき肉、長ねぎ、おろし生姜、塩を加えて
混ぜ合わせ、片栗粉も混ぜる。
③油を中温に熱し、②をひと口大に丸めなが
ら順に入れて、きつね色に揚げる。（ゆっ
くり火をとおす）
④小鍋に甘酢あんの材料を入れて中火にか
け、木へらなどで混ぜながら煮詰め、とろ
りとしてフツフツとしたら火を止める。
⑤器に③を盛り、甘酢あんをかけ、あれば紅
生姜を添える。

����

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

�������	
�����

菅
谷 

大
武　
　

茂
夫 

　

歳
５４

飯
田 

大
和
田　

み
よ 

　

歳
９６

中
台 

�
野　
　

久
子 

　

歳
７３

飯
田 

寺
門　
　

み
ち
よ 

　

歳
７９

額
田
北
郷 

中
島　
　

三
郎 

　

歳
８８

菅
谷 

小
室　
　

と
め 

　

歳
９１

鹿
島 

箕
川　
　

ふ
く 

　

歳
８３

額
田
北
郷 

川
崎　
　

き
く
の 

　

歳
９６

中
台 

�　
　
　

信
也 

　

歳
７１

中
台 

渡
辺　
　

つ
や 

　

歳
９３

瓜
連 

福
地　
　

�
次 

　

歳
６０

下
大
賀 

綿
引　
　

悦
子 

　

歳
６６

中
里 

叶
野　
　

よ
し 

　

歳
８７

中
台 

白
塚　
　

さ
と 

　

歳
９３

東
木
倉 

後
藤　
　

婦
み
子 

　

歳
８７

菅
谷 

笹
島　
　

た
い 

　

歳
７９

菅
谷 

木
戸
田　

勝
男 

　

歳
８０

津
田 

中
川　
　

忠
夫 

　

歳
７６

堤 

�
連
地　

志
げ 

　

歳
９９

額
田
南
郷 

白
土　
　

明 

　

歳
９０

飯
田 

川
上　
　

登 

　

歳
６２

杉 

大
森　
　

茂 

　

歳
８６

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

額
田
南
郷 

住
谷　
　

夜
斗 

政
博

菅
谷 

吉
原　
　

弘
騎 

秀
一

菅
谷 

稲
川　
　

祥
人 

次
夫

菅
谷 

木
野
内　

涼 

尚
人

西
木
倉 

後
藤　
　

里
桜 

拓
磨

菅
谷 

甲
斐
野　

侑
哉 

寛

額
田
東
郷 

片
野　
　

智
貴 

博
之

菅
谷 

佐
藤　
　

琳
平 

貴
志

竹
ノ
内 

小
松　
　

尚
登 

敏
忠

菅
谷 

永
井　
　

咲
羽 

和
彦

鴻
巣 

楠
見　
　

友
菜 

ゆ
た
か

菅
谷 

上
金　
　

悠 

智
明

菅
谷 

齊
藤　
　

響
輝 

剛

竹
ノ
内 

柴
山　
　

叶
愛 

康
友

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

額
田
北
郷 

宮
�　
　

道
夫 

　

歳
８８

本
米
崎 

川
�　
　

守
郎 

　

歳
８３

額
田
北
郷 

森
田　
　

み
よ
子 

　

歳
７７

菅
谷 

石
川　
　

五
枝 

　

歳
６１

戸
崎 

�
澤　
　

美
代
子 

　

歳
７４

向
山 

豊
嶋　
　

睦
枝 

　

歳
８２

菅
谷 

阿
部　
　

幸
恵 

　

歳
３６

戸
崎 

平
松　
　

芳
夫 

　

歳
８４

下
大
賀 

大
橋　
　

と
し
子 

　

歳
６８

瓜
連 

和
田　
　

�
壽 

　

歳
８５

後
台 

宮
田　
　

幸
藏 

　

歳
７８

中
台 

佐
藤　
　

か
よ
子 

　

歳
７６

田
崎 

堀
江　
　

つ
た
い 

　

歳
７５

南
酒
出 

澤
幡　
　

さ
つ
い 

　

歳
８９

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

�
�

�
�

�

各大さじ２

■ヘルシーで体にとてもよい料理です。豆
腐を入れたのでふわっとした食感で子ど
もからお年寄りまで喜んでいただけま
す。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

額田東郷（成人食部会）

柴山嘉子さん
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■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００
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父・正文さん　母・紀子さん
６月１６日生まれ（菅谷）

父・広行さん　母・寿満子さん
６月１８日生まれ（菅谷）

父・竜さん　母・亜紀子さん
６月８日生まれ（菅谷）

誰
に
も
優
し
く
、

愛
さ
れ
る
子
に
な
っ
て
ね
！

元
気
で

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね

健
や
か
に

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね

��������� ��

ゆう や

�������� ��

かず ま

������� ��

けん

�������	�������	
６月 June ７月 July

土金木水火月日

５４３２１
１２１１１０９８７６
１９１８１７１６１５１４１３
２６２５２４２３２２２１２０

３１３０２９２８２７

��������	


【一般図書】
●「別冊図書館戦争Ⅰ」
 有川浩／アスキー・メディアワークス
●「踊る陰陽師」岩井三四二／文藝春秋
●「愛しの座敷わらし」荻原浩／朝日新聞社
●「手拭い弁之助」南原幹雄／新人物往来社
●「腕貫探偵、残業中」
 西澤保彦／実業之日本社
●「棟居刑事の使命の条件」
 森村誠一／双葉社
●「「気づき」の力」柳田邦男／新潮社
●「奇縁まんだら」
 瀬戸内寂聴／日本経済新聞出版社
●「壁抜け男の謎」有栖川有栖／角川書店 
●「鬼」今邑彩／集英社 
●「星のひと」水森サトリ／集英社
 ほか

����������
大人気の作家５人による珠玉の恋愛
アンソロジー。読むだけで恋したく
なる。切なくて泣きたくなる。
『non-no』に掲載され、大好評だっ
た、今いちばん読みたい作家５人の
短編を一冊に！キラキラと宝物のよ
うに心に残るピュアなラブストー
リーズ。（集英社ホームページから）
石田衣良・角田光代・嶽本野ばら・
島本理生・森絵都／集英社

����
愛はいかにして色あせてゆくのか日
下のゆりは３３歳。システムエンジニ
アである夫の卓哉と結婚して７年。
平穏な日々が、夫に恋人がいるとい
う一本の電話で破られる…。何気な
い日常の中で、色あせてゆく愛を描
く長編恋愛小説。
（集英社ホームページから）
川上弘美／集英社

土金木水火月日

７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３０２９

休館日



広報なか６月号２５
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埼
玉
県
内
で
最
も
広
い
面
積
を

持
つ
市
町
村
、
秩
父
市
が
私
の
古

里
で
す
。
東
京
都
、
山
梨
県
、
長

野
県
、
群
馬
県
の
４
都
県
と
隣
接

す
る
そ
の
面
積
は
県
全
体
の
約　
１５

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
市
域
の
約

　

％
は
森
林
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

８７は
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
や
武

甲
・
西
秩
父
な
ど
の
県
立
自
然
公

園
の
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

観
光
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
み

に
、
各
地
か
ら
大
勢
の
か
た
が
訪

れ
ま
す
。

　

夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
い
と
い
っ

た
盆
地
特
有
の
気
候
で
す
が
、
観

光
地
と
し
て
は
四
季
折
々
に
さ
ま

ざ
ま
な
楽
し
み
が
で
き
る
地
域

で
、
特
に
春
の
羊
山
公
園
で
満
開

と
な
る
「
芝
桜
」
は
市
の
花
に
も

な
っ
て
お
り
、
一
見
の
価
値
が
あ

り
ま
す
。

　

冬
に
は
、
京
都
の
祇
園
祭
や
飛

騨
の
高
山
祭
と
並
ん
で
日
本
三
大

美
祭
お
よ
び
日
本
三
大
曳
山
祭
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
秩
父
夜
祭

が　

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
小
学

１２
生
の
頃
は
、
毎
年
こ
の
お
祭
り
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
る
の
を
心

待
ち
に
し
て
い
て
、
当
日
は
夜
遅

く
ま
で
出
店
で
射
的
を
し
た
り
、

山
車
が
市
内
を
練
り
歩
く
中
、
派

手
に
揚
が
る
冬
の
花
火
を
見
て
楽

し
ん
で
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
年
１
回
、
父
母
に
孫
の

顔
を
見
せ
る
た
め
帰
省
す
る
く
ら

い
で
す
が
、
山
に
囲
ま
れ
て
い
る

実
家
の
周
り
を
見
渡
す
と
、
一
角

に
工
業
団
地
が
で
き
た
ぐ
ら
い

で
、
缶
蹴
り
や
か
く
れ
ん
ぼ
を
し

て
遊
ん
だ
お
寺
や
神
社
、
潜
っ
て

ヤ
ス
で
魚
を
突
い
た
り
し
た
川
な

ど
、
今
も
変
わ
ら
な
い
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
ら
び

や
ぜ
ん
ま
い
、
た
ら
の
め
、
ふ
き

な
ど
、
豊
富
に
取
れ
る
そ
の
山
の

幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
山
菜
料

理
も
昔
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
懐
か

し
い
味
で
帰
省
す
る
た
び
に
ほ
っ

と
し
た
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
は
キ
ャ
ン
プ
や
ラ

イ
ン
下
り
、
秋
に
は
紅
葉
狩
り
と
、

昔
と
変
わ
ら
ぬ
大
自
然
が
い
つ
で

も
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

春
う
ら
ら
富
士
の
お
山
は
眼
の
あ
た
り 

會　

澤　

ち
い
子

老
梅
の
生
き
方
示
す
幹
の
皺 

海　

後　
　
　

甫

花
辛
夷
那
須
の
稜
線
遥
な
り 

益　

子　

春　

子

陶
雛
の
土
の
温
も
り
手
の
ひ
ら
に 

雨　

宮　

文　

枝

水
音
に
春
の
息
吹
の
あ
り
に
け
り 

高　

野　

祝　

子

お
ち
こ
ち
に
石
�
採
る
人
磯
日
和 

宇
佐
美　

和　

子

春
の
湖
大
樹
を
ゆ
ら
す
力
あ
り 

大　

森　
　
　

滿

褪
せ
て
な
を
目
尻
き
り
り
と
古
雛 

飯　

島　

京　

子

満
開
の
桜
の
誘
う
一
万
歩 

藤　

岡　

み
ち
子

銀
の
ピ
ア
ス
春
め
く
午
後
の
待
合
せ 

筒　

井　

か
よ
子

梅
の
香
や
閉
ざ
さ
れ
て
ゐ
る
車
井
戸 

浅　

野　

と
し
子

己
が
顔
う
つ
し
て
の
ぞ
く
蝌
蚪
の
水 

草　

野　

ゆ
た
か

石
雛
の 
刻 
り
並
び
た
る
石
材
店 

井　

上　

淑　

子

ほ

【俳　句】あせび句会

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐひ

ペ
ダ
ル
踏
む
足
ま
だ
軽
く
気
も
か
る
く
口
笛
の
出
る
初
夏
の
道 

井　

坂　

光　

位

隙
間
よ
り
入
り
来
る
光
の
ひ
と
す
じ
が
日
ご
と
早
ま
り
春
の
曙 

大　

森　
　
　

満

住
み
慣
れ
し
地
の
上
空
を
幾
度
も
巡
り
て
雁
の
雲
に
消
え
た
り 

加　

藤　
　
　

要

ス
ギ
ナ
と
の
根
く
ら
べ
な
り
今
日
も
ま
た
や
は
ら
か
葉
っ
ぱ
に
抜
き
す
て
ご
め
ん

 

草　

野　
　
　

豊

な
り
た
て
の
祖
母
の
二
人
が
手
を
取
り
て
ド
ア
ご
し
に
聞
く
大
き
産
声 

夷　

針　

利
理
子

黒
猫
の
瞳
の
深
さ
に
星
を
見
て
眼
と
目
の
会
話
の
十
八
年
が
行
く 

仲　

沢　

照　

美

吹
き
ぬ
け
る
卯
月
の
風
の
ま
だ
寒
く
ぺ
ん
ぺ
ん
草
の
揺
れ
て
踏
ん
張
る 

中　

崎　

美
登
利

滅
亡
の
予
兆
の
ご
と
く
白
化
す
る
珊
瑚
に
思
ふ
陸
棲
の 
将  
来  

中
井
川　

胤　

文

さ 

き

����

�������	
�������	

����������

ちち ぶ

堀口典昭さん／横堀

■ふるさと一口メモ
日本最古の流通貨幣と言われてい
る「和同開珎」は、秩父市黒谷で発
見、採掘された自然銅（和銅）をも
とにして作られたとのことです。
この自然銅は西暦７０８年に秩父か
ら朝廷に献上されており、今年は
和銅奉献１３００年を記念して、秩父
鉄道の黒谷駅が「和銅黒谷駅」と改
称され和同開珎モニュメントが設
置されるなど、和銅遺跡や自然銅
などを拝観することができる聖神
社を中心にさまざまな記念行事が
行われます。人口約７０，０００人。

埼玉県

秩父市

▲

あ
お
さ



 

再生紙と大豆油インキを使用しています。 

　
私
は
、
平
成
１６
年
に
茨
城
県
教
育
庁
に

採
用
さ
れ
、
高
校
の
事
務
職
員
を
経
て
、

２
年
前
か
ら
茨
城
県
立
図
書
館
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
本
を
読
む
の
が
好
き
で
、

高
校
生
の
と
き
か
ら
図
書
館
で
働
き
た
か

っ
た
の
で
、
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

　
私
は
、
館
内
サ
ー
ビ
ス
課
と
い
う
部
署

で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
皆
さ
ん
へ
の

直
接
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
こ
ど
も
と
し
ょ
し

つ
担
当
に
な
り
、
児
童
書
の
勉
強
を
し
な

が
ら
手
探
り
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
の
質
問
は
と
て
も
抽
象
的
な

の
で
、
目
的
の
本
を
探
す
の
も
一
苦
労
で

す
。
５
月
に
は
、
子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
こ
ど

も
と
し
ょ
し
つ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

か
た
が
た
に
お
は
な
し
会
を
し
て
い
た
だ

き
大
盛
況
で
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

両
方
で
、
本
と
関
わ
っ
て
い
け
た
ら
い
い

な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　日本のさくら１００選地、静峰ふ
るさと公園で４月１９日から５月５
日にかけて八重桜まつりが開催さ
れました。 
　期間中は８９，０００人の観光客が訪
れ、満開に咲き誇る桜や多くのイ

ベントを楽しまれていました。 
　また、２６日、２７日には夢AKARI
（灯ろうによる）ライトアップが
行われ、約８，０００個のAKARIが燈
されると静かな刻が流れだし、幻
想に満ちた世界が広がりました。 

●灯火に照らされて映える　八重桜（八重桜まつり） 

本に囲まれて 

樫村尚美さん 
鹿島　２８歳 

4141

本米崎小学校　１年　黒澤未織さん 

ナザレ幼稚園 
うみののぶひでくん(５歳） 

まるまるおやまにのぼって、きに
てがとどいて、ぶらんぶらんしな
がらおつきさまにとんでいきたい！ 

うんていむずかしかったけど、が
んばってちょうせんしてできるよ
うになったよ！ 

菅谷幼稚園 
きくちはなのちゃん(６歳） 

本米崎小学校　６年　稲川晃生さん 本米崎小学校　３年　武藤真由子さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 

～夢AKARI点灯式～ 




